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高
原
町

〜
高
原
の
神
話
〜

　高
原
町
は
日
本
の
始
ま
り
の
場

所
と
言
わ
れ
て
お
り
、高
天
原
（
高

原
町
）
と
は
「
古
事
記
」
の
冒
頭

に
登
場
す
る
天
津
信
の
住
ま
う
場

所
と
さ
れ
て
お
り
、天
照
大
神
（
ア

マ
テ
ラ
ス
オ
オ
ミ
カ
ミ
）
の
孫
瓊

瓊
杵
尊
（
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
）
が

高
天
原
か
ら
高
千
穂
峰
の
（
天
之

逆
鉾
）
を
目
印
に
天
孫
降
臨
し
た

と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

国
生
み
天
之
逆
鉾

　神
様
の
中
で
も
最
後
に
登
場
す

る
「
神
世
七
代
」（
か
み
よ
な
な
よ
）

と
呼
ば
れ
る
イ
ザ
ナ
ギ
の
神
と
イ

ザ
ナ
ミ
の
神
は
神
の
中
で
も
初
め

て
性
別
を
持
つ
神
と
な
り
、
他
の

神
々
か
ら
地
上
の
世
界
を
造
る
よ

う
に
命
じ
ら
れ
、
二
柱
の
神
々
は

天
と
地
の
間
に
か
か
っ
て
い
る
天

の
浮
き
橋
に
立
ち
、
神
々
か
ら
授

か
っ
た
天
沼
矛
（
あ
め
の
ぬ
ぼ
こ
）

を
地
上
に
突
き
刺
し
地
上
の
世
界

を
か
き
混
ぜ
て
垂
れ
た
雫
に
よ
り

日
本
の
島
々
が
出
来
た
と
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
現
の
天
之
逆
鉾
（
あ

ま
の
さ
か
ほ
こ
）
は
天
沼
矛
を
逆

さ
に
突
き
立
て
た
物
と
言
い
伝
え

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

初
代
神
武
天
皇

　イ
ザ
ナ
ギ
の
神
と
イ
ザ
ナ
ミ
の

神
の
国
生
み
か
ら
二
人
は
や
が
て

結
婚
し
、
後
に
天
照
大
御
神
の
子

孫
で
後
の
初
代
神
武
天
皇
で
あ
る

神
日
本
磐
余
彦
天
皇
（
か
ん
や
ま

と
い
わ
れ
び
こ
の
す
め
ら
み
こ
と
）

が
高
原
町
（
狭
野
地
区
：
皇
子
原

神
社
）
で
お
生
ま
れ
に
な
り
、
幼

名
の
時
は
狭
野
尊
（
さ
の
の
み
こ

と
）
と
言
わ
れ
て
お
り
昔
は
地
区

の
名
前
を
付
け
る
習
慣
が
あ
り
皇

子
原
神
社
が
狭
野
地
区
と
言
う
事

か
ら
狭
野
尊
と
名
付
け
ら
れ
た
と

言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
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　高
原
町
は
畜
産
の
町
で
、
全
国
的
に
も

評
判
な
「
宮
崎
牛
」
の
一
大
生
産
地
で
す
。

ま
た
新
鮮
な
野
菜
や
果
物
の
宝
庫
で
も
あ

り
、
霧
島
連
山
の
地
中
深
く
か
ら
湧
き
出
す

温
泉
は
近
隣
で
は
珍
し
い
炭
酸
泉
を
楽
し
ん

で
頂
け
ま
す
。

　海
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
宮
崎
県
に
あ
っ
て

一
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
を
越
す
山
の
麓
に
あ
る
高

原
町
は
悠
久
の
歴
史
と
雄
大
な
自
然
に
育
ま
れ

た
水
と
緑
と
神
話
の
町
で
す
。

霊峰高千穂峰
　標高 1574m の霧島連山の一部である高千穂峰の山
頂には「天之逆鉾」が突き刺さっております。ミヤマ
キリシマの群生地でもあり 5月中旬には綺麗に咲き誇
り観光のスポットになっております。
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霧
島
東
神
社

　霧
島
連
山
の
霊
峰
・
高
千
穂
峰

の
東
側
の
山
腹
、
御
池
（
み
い
け
）

を
見
下
ろ
す
所
に
あ
る
、
霧
島
東

神
社
。
森
の
中
に
あ
る
境
内
は
静

か
で
厳
か
な
雰
囲
気
が
漂
い
、
ど

こ
か
神
秘
的
な
パ
ワ
ー
に
満
ち
て

い
ま
す
。
霧
島
六
所
権
現
の
一
つ

で
あ
り
、
鹿
児
島
県
の
霧
島
神
宮

が
「
西
霧
島
宮
」
と
言
わ
れ
た
の

に
対
し
「
東
霧
島
宮
」
と
呼
ば
れ

て
い
ま
し
た
。

　創
建
は
第
十
代
崇
神
天
皇
の
時

代
と
伝
え
ら
れ
、伊
邪
那
岐
命
（
イ

ザ
ナ
キ
ノ
ミ
コ
ト
）、
伊
邪
那
美
命

（
イ
ザ
ナ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
）
が
ご
祭
神

と
し
て
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
高
千

穂
峰
の
山
頂
は
霧
島
東
神
社
の
飛

地
境
内
で
あ
り
、
頂
上
に
あ
る
天

孫
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
が
突
き
立
て

た
と
の
伝
説
が
残
る
「
天
之
逆
鉾
」

は
社
宝
と
な
っ
て
い
ま
す
。

霧
島
東
神
社

ACCESS：
宮崎県西諸県郡高原町大字蒲牟田 6437 番地
電話：0984-42-4774

【性空上人】
　性空上人が修行をしていると御池から九つの首
を持った龍が現れたと言われ、宝玉を神龍から授
かったと言われています。宝玉と神龍の鱗は現在
社宝として霧島東神社に保管されています。

皇子港

御池キャンプ村

霧島東神社霧島東神社

御池

223
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天
之
逆
鉾

　霊
峰
高
千
穂
峰
の
山
頂
に
突
き
刺
さ
っ
て
お
り
、
一
八
六
六
年
坂
本
龍
馬
は
日
本
で

初
め
て
新
婚
旅
行
を
行
っ
た
と
さ
れ
て
お
り
、
妻
の
お
龍
と
霧
島
を
訪
れ
、
二
人
で
天

之
逆
鉾
を
引
き
抜
い
た
と
の
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
坂
本
龍
馬
の
姉
の

乙
女
（
お
と
め
）
に
宛
て
た
書
簡
に
て
確
認
で
き
ま
す
。
逆
鉾
に
あ
る
天
狗
の
よ
う
な

顔
を
見
て
二
人
で
大
笑
い
し
た
そ
う
で
す
。
龍
馬
は
逆
鉾
を
気
に
い
っ
た
の
か
、
書
簡

に
は
詳
細
に
描
か
れ
た
イ
ラ
ス
ト
が
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
ろ
よ
り
天
逆
鉾
の

存
在
は
広
く
知
れ
渡
っ
て
お
り
、
多
く
の
参
拝
者
が
現
在
も
訪
れ
て
い
ま
す
。

①天狗信仰…天狗堂（赤と白の建物）は「霧島山大津坊」を唯
一祀っている場所。

　　　　大津坊より性空上人が斧を授かっている。

②神龍泉…霧島には四十八個の池があり、一番小さい池が赤井、
一番大きいのが御池とされている。当時錫杖院は煩悩を捨
て修行する場であり、修行に専念するため女人禁止とされ
ておりました、この地に女人が映るとたちまち異変があると
伝えられており、赤井の水井戸に訪れた人の女人が映る場
面があり「約束が守られていないが大丈夫か？」と言い伝
えが残っている。

③祓所…11月9日の例大祭の際に、宮司達が祓所の結界の中でお
祓いを受け清め、本殿で神事を行う。年に10分程度しか
使用せずそれ以外は結界を張り入れない。（お祓いの神様、
祓戸大神（はらえどのおおかみ）を祀っている。

④性空上人開山碑…性空上人が亡くなった5年後に建てられ、数
年しか霧島にいなかった性空上人がこの地を出て50年後
に建てられていることから、継承者の熱い信仰がうかがえ
る。

⑤夫婦杉（めおとすぎ）…注連縄を張り、結界になっているので
くぐる必要がある（外が人間の世界、内が神様の世界）。
平成2年につくられたもの（造成した際に土手に立ってい
た杉の木）。

⑥神門の扉…社紋＝輪宝門（りんぼうもん）仏教に見られる車輪
型の仏具を図案化したもの。車輪が戦の場所を駆けると、
悪魔が退散すると言われている。

⑦猿田彦神社…ニニギノミコトが天孫降臨した際に道案内をした
神様であり、アマテラスオオミカミより稲穂を授かっており、
霧が深くなり降りる道が分からなくなった際にその稲穂のモ
ミをまき、難を逃れたとされる。現在でも山に入る時はモミ
を山に撒いて払う。

　
⑧扁額…今から約350年前、1666年に島津家19代当主（薩摩藩

2代目藩主）島津光久より公寄進された。「霧島の東にいま
す」と書かれている。

　
⑨門守社…門神・門守と呼ばれ、狛犬と同じく出入口を守る神（お

石窓）くしいわまど（豊石窓）とよいわまどの神様が祀ら
れている。

　
⑩龍柱… 300年前のものは龍柱・神様を祀っている箇所のみで権

現造（ごんげんつくり）神仏習合でよく見られる様式で仏
教の影響を色濃く受け、色鮮やかな彩色の獅子、ぼたん、
像の彫刻や装飾がなされている。

　
⑫天之鉾御下降記念碑…大正3年山頂の天之逆鉾を夕暮れに大

男が祓川に担いで降りてきた。地元では雨乞いの神として
祀っていたため次の日にその男が担がせて山頂に返そうと
したら大男はいなくなっていた。神様のご意思で天之逆鉾
が村の人と縁を深めたいと下ってきてくださったと考えた村
人が2年後に護摩壇の石から記念碑を作り祓川の村に祀っ
ていたが、粗末にすると障りが出ると恐れ神社に移した。
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き
刺
さ
っ
て
お
り
、
一
八
六
六
年
坂
本
龍
馬
は
日
本
で

初
め
て
新
婚
旅
行
を
行
っ
た
と
さ
れ
て
お
り
、
妻
の
お
龍
と
霧
島
を
訪
れ
、
二
人
で
天

之
逆
鉾
を
引
き
抜
い
た
と
の
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
坂
本
龍
馬
の
姉
の

乙
女
（
お
と
め
）
に
宛
て
た
書
簡
に
て
確
認
で
き
ま
す
。
逆
鉾
に
あ
る
天
狗
の
よ
う
な

顔
を
見
て
二
人
で
大
笑
い
し
た
そ
う
で
す
。
龍
馬
は
逆
鉾
を
気
に
い
っ
た
の
か
、
書
簡

に
は
詳
細
に
描
か
れ
た
イ
ラ
ス
ト
が
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
ろ
よ
り
天
逆
鉾
の

存
在
は
広
く
知
れ
渡
っ
て
お
り
、
多
く
の
参
拝
者
が
現
在
も
訪
れ
て
い
ま
す
。
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狭
野
神
社

　高
原
町
南
西
部
に
鎮
座
し
、
霧

島
神
宮
な
ど
と
共
に
「
霧
島
六
社

権
現
」
の
ひ
と
つ
と
数
え
ら
れ
る

狭
野
神
社
。
今
か
ら
二
四
〇
〇
年

ほ
ど
前
、第
五
代
孝
昭
（
こ
う
し
ょ

う
）
天
皇
の
時
代
に
神
武
天
皇
の

生
誕
地
に
創
建
さ
れ
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　主
祭
神
で
あ
る
神
武
天
皇
の
幼

名
・
狭
野
尊
（
さ
の
の
み
こ
と
）

は
地
名
の
狭
野
が
由
来
。
社
殿
は

約
一
㌖
離
れ
た
皇
子
原
（
お
う
じ

ば
る
）
に
あ
り
ま
し
た
が
、
度
重

な
る
霧
島
山
の
噴
火
で
焼
失
後
、

一
六
一
〇
年
に
現
在
地
に
遷
座
し

ま
し
た
。

　現
在
の
本
殿
は
、
三
間
社
流
造

り
の
建
築
様
式
で
建
立
さ
れ
弊
殿
、

拝
殿
、
外
拝
殿
に
て
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
社
殿
は
「
ご
降
誕

二
六
〇
〇
年
大
祭
」
に
於
い
て
宮

崎
神
宮
の
旧
社
殿
を
明
治
四
十
五

年
に
移
築
し
た
も
の
で
す
。

狭
野
の
ス
ギ
並
木

　文
禄
元
年
、
豊
臣
秀
吉
公
朝
鮮
出
兵
の
折
に
島
津
義
弘
公

が
出
陣
し
ま
し
た
が
、
そ
の
際
当
社
に
て
戦
勝
祈
願
が
あ
げ

ら
れ
ま
し
た
。
凱
旋
後
に
は
祈
願
奉
賽
と
し
て
重
臣
の
新
納

忠
元
公
を
遣
わ
し
境
内
に
杉
が
植
栽
さ
れ
、
第
一
鳥
居
か
ら

社
殿
ま
で
直
線
で
約
一
㌖
あ
り
、
直
線
で
は
日
本
一
長
い
参

道
と
も
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　大
正
十
三
年
に
は
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
を
受
け
て
お

り
、
現
在
狭
野
杉
は
台
風
の
被
害
な
ど
で
十
本
程
度
し
か
残
っ

て
お
り
ま
せ
ん
が
、
　樹
齢
四
百
年
を
超
え
る
杉
を
含
め
、
長

い
歳
月
を
か
け
て
植
栽
さ
れ
た
杉
が
長
い
参
道
沿
い
に
聳
え

神
秘
的
な
空
間
を
感
じ
ま
す
。

狭
野
神
社

ACCESS：
宮崎県西諸県郡高原町大字蒲牟田 117
電話：0984-42-1007

　狭野神社の御田植祭は、毎年5月16日に行われる狭
野神社の春の祭です。
　午前10時頃から神事が始まり、その後社殿横の広場
で棒踊り、続いて奴踊りが奉納されます。棒・奴踊り共に、
社殿の他、狭野神社東側の猿田彦神社・旧神徳院仁王
像前・旧神田前、近隣の田の神の前で踊るのが習わしと
なっており、五穀豊穣・豊作祈願です。

御田植祭

　苗代田祭は、宮崎県指定無形民俗文化財に指定され
ており、毎年2月18日に行われている行事です。春に行
われる予祝祈願の田遊び神事の一種で、別名「ベブガ
ハホ」とも呼ばれています。「ベブ」は牛、「ハホ」は主婦（妊
婦）を指します。
　南九州では、同様の行事が離島を除いて広く分布して
います。いずれの行事も、神社の境内や社殿・広場を田
に見立て、作り物の牛を使って田ならし・種蒔き等の模
擬田作りをユーモラスに演じるという共通点があります。

苗代田祭

第二鳥居 第一鳥居

↓霧島方面

キ
リ
シ
マ
ロ
ー
ド 狭野神社狭野神社

223
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皇
子
原
神
社

ACCESS：
宮崎県西諸県郡高原町大字蒲牟田 117
電話：0984-42-1007

神徳神社・仁王像
　神徳神社は、明治の初めに廃寺となった別当寺、「神徳院」から名前を戴いて
います。
　村上天皇の代から、神仏混合の時代に千五十年に渡って続いた神徳院ですが、
地域がら廃仏毀釈の勢いも凄まじく、騒乱の内に焼失してしまいました。三座
あった御本尊の内の一座が運び出され、神徳院の末裔の方によって守られてき
ました。
　狭野神社では令和の御代を奉祝し記念事業として、神徳院を神徳神社として
再興することとなりました。令和元年十月に竣工した神徳神社は、以前神徳院
の門前にあった仁王像とともに境内駐車場の入口に佇んでおり、この地方では
古くから天孫降臨の聖地、高千穂峰を中心とする霧島山を信仰の対象としてい
ました。霧島権現の信仰があった縁故の地には仁王像が残され、狭野神社にお
いても二体の仁王像が残されています。明治三年、廃仏毀釈により神徳院が廃
寺となってからは神徳神社の隣に安置されています。享保十九年（1750 年につ
くられた仁王像は体長六尺とかなり大きなもので、大豆の神様また足腰を癒し
て下さる神様として親しまれています。

　狭
野
神
社
の
境
外
末
社
で
あ
る
皇
子
原
神
社
は
神
武

天
皇
が
ご
生
誕
さ
れ
た
場
所
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
お
り
、

狭
野
神
社
の
元
宮
に
あ
た
り
ま
す
。

水神様 狭野神社　門 御腰掛石

西門守社

生場石

狭野神社　本殿 東門守社

新徳神社 新燃岳噴火乃碑・豊受神社 御神木
　 8
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霞
神
社

　六
社
権
現
の
使
い
と
さ
れ
る
五

色
の
蛇
が
住
み
、
そ
の
姿
を
み
る

と
幸
せ
に
な
る
と
い
わ
れ
て
お
り

農
業
や
畜
産
、
病
気
治
療
、
開
運
、

商
売
繁
盛
の
ご
利
益
が
あ
る
と
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　ま
た
磐
座
に
生
息
す
る
野
生
の

白
蛇
様
は
お
そ
ら
く
絶
滅
危
惧
種

で
あ
り
、
神
様
と
同
等
の
扱
い
で

す
の
で
も
ち
ろ
ん
触
れ
て
は
い
け

な
い
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

め
っ
た
に
見
る
事
が
出
来
ず
見
る

と
幸
せ
が
訪
れ
る
と
言
わ
れ
て
お

り
ま
す
。

　

※

白
蛇
は
架
空
の
話
で
は
な
く

現
に
見
る
事
が
出
来
ま
す
。

参
道
階
段

　霞
神
社
は
高
台
に
あ

る
た
め
長
い
参
道
の
階

段
を
上
る
必
要
が
あ
り

ま
す
が
参
道
中
腹
に
で

き
た
参
拝
者
休
憩
所
で

ゆ
っ
く
り
休
む
事
が
出

来
ま
す
。
ま
た
参
道
に

は
老
舗
の
お
土
産
屋
や

飲
食
店
も
あ
り
参
道
で

も
楽
し
め
ま
す
。

白
蛇
様

　白
蛇
様
は
ご
神
殿
裏
の
岩
山
が
あ
り
、
そ
の

岩
の
割
れ
目
に
六
社
権
現
の
使
神
と
さ
れ
て
い

る
白
蛇
さ
ま
の
姿
を
見
る
事
が
出
来
ま
す
。
霞

神
社
の
御
祭
神
と
は
別
に
神
様
と
崇
め
ら
れ
て

お
り
、
白
蛇
さ
ま
を
拝
し
た
者
は
、
神
緑
を
得

て
幸
福
に
な
る
と
さ
れ
、
か
つ
て
六
社
権
現
参

り
を
行
う
修
験
者
は
霞
神
社
に
参
拝
し
白
蛇
さ

ま
の
棲
息
す
る
山
頂
の
岩
座
を
依
代
と
し
て
、

修
行
の
無
事
と
世
の
安
泰
を
祈
願
し
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

霞
神
社

ACCESS：
宮崎県西諸県郡高原町大字蒲牟田 117
電話：0984-42-1007

霞神社展望台
　霞神社の展望台から見る景色は絶景で週末は観光客
で賑わっており、展望台の岩の割れ目を除くと六社権
現の使神いとされる白蛇さまが見れることも。

長
崎
印
刷

霞神社霞神社
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【
狭
野
神
楽
】

　狭
野
神
楽
は
毎
年
第
一

土
曜
日
に
開
催
さ
ま
す
。

狭
野
神
楽
は
正
式
に
は「
伊

勢
講
神
楽
」
呼
ば
れ
五
百

年
以
上
の
歴
史
が
あ
る
と

言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　午
後
七
時
〜
翌
朝
七
時

頃
ま
で
奉
納
さ
れ
ま
す
。

【
祓
川
神
楽
】

　祓
川
神
楽
は
毎
年
第
二

土
曜
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

歴
史
は
約
四
、
五
百
年
前

で
は
な
い
か
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
真
剣
を
使
っ

た
剣
の
舞
が
多
い
の
が
祓

川
神
楽
の
特
徴
で
あ
り

　午
後
七
時
〜
翌
朝
七
時

頃
ま
で
奉
納
さ
れ
ま
す
。

　旧
薩
摩
藩
で
行
わ
れ

て
い
た
神
楽
を
神
舞
と

い
い
、
江
戸
時
代
に
は

旧
薩
摩
藩
領
で
あ
っ
た

高
原
町
に
は
霧
島
六
社

権
現
で
あ
っ
た
霧
島
東

神
社
と
狭
野
神
社
が
建

ち
、
霧
島
山
岳
修
験
の

影
響
を
受
け
た
祓
川
神

楽
と
狭
野
神
楽
を
い
う

二
つ
を
総
称
し
て
「
高

原
の
神
舞
」
と
呼
び
平

成
二
十
二
年
に
は
国
重

要
無
形
民
俗
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
神
舞

の
歴
史
は
五
百
年
〜
六

百
年
と
も
言
わ
れ
て
お

り
、
現
在
は
保
存
会
が

守
り
続
け
て
い
る
。

高
原
の

神
舞

　土地所有者の先祖にちなんで與一（よいち）桜と名付
け、有志の方達が「與一桜を守る会」を結成。エドヒ
ガンは普段あまり目に付くところにはありませんので、
道路沿いから見られるこのエドヒガンは貴重です。

與市桜（エドヒガン）

　神話の名水とも言われる湧き水で、祓川神楽殿の横
に水汲み場が設置されており、霧島の麓から湧き出る
大量の原水は「九州の美味しい水」にも選ばれるくらい
の名水で多くの方が水汲みに訪れます。

秡川湧水

15 　
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御
池

　
御
池
は
、
日
本
初
の
国
立
公
園

に
指
定
さ
れ
た
「
霧
島
国
立
公
園
」

内
に
あ
り
、
約
四
六
〇
〇
年
前
に

噴
火
し
、直
径
約
一
㌖
、周
囲
四
㌖
、

水
深
は
約
一
〇
三
㍍
と
日
本
の
火

口
湖
で
は
最
も
深
い
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
　
周
囲
の
う
っ
そ
う
と

し
た
原
生
林
と
高
千
穂
峰
を
映
す

湖
面
に
は
、ワ
カ
サ
ギ
、ニ
ジ
マ
ス
、

鯉
な
ど
の
魚
類
も
多
く
、
夏
は
舟

遊
び
や
キ
ャ
ン
プ
の
若
者
で
に
ぎ

わ
い
ま
す
。

　
ま
た
皇
子
港
で
は
カ
ヤ
ッ
ク
・

ボ
ー
ト
・
ミ
ッ
シ
ー
・
Ｓ
Ｕ
Ｐ
な

ど
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
充
実
し
て

お
り
、
案
内
付
き
遊
覧
船
で
は
御

池
湖
畔
を
満
喫
で
き
ま
す
。

御
池

ACCESS：
宮崎県西諸県郡高原町大字蒲牟田 6437 番地
電話：0984-42-4774

野
鳥
の
森
公
園

　
御
池
周
囲
の
原
生
林
は
昭
和
四
十
七
年
に
国
設
の
野
鳥
の

森
に
指
定
さ
れ
、
遊
歩
道
散
策
や
野
鳥
も
百
五
十
種
類
以
上

の
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
も
楽
し
め
ま
す
。

　コテージ・バンガロー、BBQ棟も完備しており、持ち
込みテントも楽しめます。
　御池湖畔を眺めながら優雅なひと時を満喫できる自然
に囲まれた施設です。

御池キャンプ村

皇子港

御池キャンプ村

御池御池

223

17 16
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皇
子
原
公
園

ACCESS：
宮崎県西諸県郡高原町大字蒲牟田 117
電話：0984-42-1007

　高原町古墳は、皇子原の丘陵上にある円墳6基である。
高原町全体を眺望できる好地に築造されております。発
見後すぐに県指定史跡（1944年）昭和19年に指定され
たため、発掘調査は行われていないが、西諸特有の地下
式横穴墓とみられております。

高原古墳

皇
子
原
公
園

　神
武
天
皇
幼
少
時
代
に
生
ま
れ
育
っ

た
場
所
と
さ
れ
て
お
り
、「
産
場
石
」
や

「
お
腰
掛
石
」
な
ど
神
武
天
皇
ゆ
か
り
の

史
跡
が
多
く
残
っ
て
い
る
場
所
で
す
。

毎
年
三
月
か
ら
四
月
に
は
桜
が
咲
き
誇

り
、
九
月
中
旬
頃
に
は
約
三
百
万
本
の

彼
岸
花
が
咲
き
誇
り
ま
す
。

　ま
た
園
内
に
は
自
然
の
渓
流
を
利
用

し
た
ニ
ジ
マ
ス
釣
り
や
一
周
一
．
一
㌖

と
長
い
ゴ
ー
カ
ー
ト
、
子
供
が
遊
べ
る

遊
具
、
ま
た
コ
テ
ー
ジ
も
完
備
し
て
お

り
大
人
か
ら
子
供
ま
で
楽
し
め
る
空
間

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

狭野神社

↓御池方面

キ
リ
シ
マ
ロ
ー
ド

皇子原公園皇子原公園

223
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ACCESS：宮崎県西諸県郡高原町大字蒲牟田 7449 番地　　電話：0984-42-3326

　にごり湯100選にも選ばれていて、巨大な1枚岩をくりぬいた一彫石風呂や露天風呂、
サウナ、炭酸鉱泉水風呂などが楽しめます。九州各地から厳選した食材を使った山河料理
も人気のお店です。

ACCESS：宮崎県西諸県郡高原町大字蒲牟田 7412-2　　電話：0984-42-4088

ACCESS：宮崎県西諸県郡高原町大字蒲牟田 7535 番地　　電話：0984-42-3701

ACCESS：宮崎県西諸県郡高原町大字蒲牟田 5631-14　　電話：0984-42-1221

極
楽
温
泉
匠
の
宿

　明治35年に創業された、町内で最も歴史のある温泉、高濃度炭酸泉を使用した炭酸温
泉かけ流し風呂（ラムネ温泉）が人気です。また炭酸鉱泉で炊いた湯めしや湯飯天むすは
もちもちとした触感でおススメです。

湯
之
元
温
泉

　家族温泉御池の湯温泉の歴史は長いが御池の湯自体去年の10月にリニューアルオープンしたばかりの家族湯です。
　人気の露天付き家族湯は内湯・露天・水風呂3つのお風呂があり、内湯はお客様ごとにお湯の張替／露天は31℃
の源泉100％かけ流し/水風呂は18℃、夏はプール感覚でお子様にも好評の温泉です!!　
　サウナ付きの家族湯も完備しており!サウナと美肌の湯で体の内と外から整います。

御
池
の
湯

　大浴場、サウナ、超音波風呂などが完備された健康志向の温泉です、大人数が宿泊で
きる施設もあり団体客やスポーツ合宿にも最適です。ニジマスの養魚場も併設されており
釣りも楽しめます。

皇
子
原
温
泉
健
康
村

21 20



ACCESS：宮崎県西諸県郡高原町大字蒲牟田 7449 番地　　電話：0984-42-3326
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サウナ、炭酸鉱泉水風呂などが楽しめます。九州各地から厳選した食材を使った山河料理
も人気のお店です。
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〒889-4412  宮崎県西諸県郡高原町大字西麓 473-6
TEL：0984-42-4560　FAX：0984-42-5655

E-mail：kankou-takaharu@btvm.ne.jp

高原町観光協会


